
審
査
頭
数

頭
・
Ｅ
Ｘ

頭

―
令
和
５
年
度
前
期
体
型
審
査
概
要
―
都府県

戸
数
減
少
・
頭
数
増
加

岩
手
県
が
ダ
ン
ト
ツ
１
位

前
期
Ｅ
Ｘ
頭
数
２
３
２
頭
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都
府
県
の
牛
群
審
査
・
体

型
調
査
は
４
月
～
７
月
で
令

和
５
年
度
前
期
の
日
程
を
終

え
た
。
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の

牛
群
審
査
は
３
７
４
２
頭
、

牛
群
奨
励
・
個
体
審
査
は
１

９
６
頭
、
合
計
３
９
３
８
頭

を
実
施
し
、
前
年
同
期
比
で


頭
減
少
し
た
。
他
品
種
で

は
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種

頭

（
２
頭
減
少
）
、
ブ
ラ
ウ
ン

ス
イ
ス
種
４
頭（
３
頭
減
少
）

の
審
査
を
実
施
し
た
。ま
た
、

後
代
検
定
材
料
娘
牛
と
そ
の

同
期
牛
の
体
型
調
査
は
、
４

４
９
戸
で
４
１
２
９
頭
（
３

１
９
頭
増
加
）
の
体
型
デ
ー

タ
を
収
集
し
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ

ト
適
合
性
調
査
は

戸
９
３

７
頭
（
１
０
０
頭
増
加
）
の

体
型
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
。

ま
た
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の

牛
群
審
査
・
体
型
調
査
・
ロ

ボ
ッ
ト
調
査
の
合
計
は
９
０

０
４
頭
と
な
り
前
年
同
期
比

１
０
４
・
２
％
（
３
６
５
頭

増
加
）
と
な
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
体
型

審
査
は
、
こ
れ
ま
で
各
都
府

県
の
判
断
に
よ
り
実
施
の
有

無
を
決
定
し
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

法
上
の
位
置
付
け
が
５
月
８

日
か
ら
第
５
類
へ
移
行
さ
れ

る
こ
と
を
見
据
え
、
今
年
度

の
体
型
審
査
は
全
て
の
都
府

県
を
対
象
と
し
て
開
始
し

た
。
こ
の
結
果
、

都
府
県

で
体
型
審
査
を
実
施
し
た
。

な
お
、
未
実
施
と
な
っ
た
の

は
審
査
・
調
査
対
象
牛
が
な

か
っ
た
福
井
県
・
奈
良
県
・

和
歌
山
県
と
、
県
内
情
勢
不

安
を
理
由
と
し
て
中
止
と
な

っ
た
沖
縄
県
の
４
県
で
あ
っ

た
。

　
審
査
頭
数
を
都
府
県
別
に

み
る
と
、
岩
手
県
が
７
２
８

頭
で
最
も
多
く
、
次
に
熊
本

県
が
３
０
１
頭
で
２
位
、
群

馬
県
が
２
５
２
頭
で
３
位
、

千
葉
県
が
２
０
１
頭
で
４

位
、
栃
木
県
が
１
９
９
頭
で

５
位
と
な
り
、
昨
年
同
期
と

同
じ
県
が
ト
ッ
プ
５
に
ラ
ン

ク
イ
ン
、
上
位
５
県
で
都
府

県
審
査
頭
数
の

％
を
占
め

る
結
果
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
後
代
検
定
事
業
の

体
型
調
査
は
、
予
め
都
府
県

に
割
り
当
て
た
計
画
頭
数
に

基
づ
き
、
都
府
県
内
に
お
い

て
前
後
期
の
実
施
頭
数
を
そ

れ
ぞ
れ
調
整
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
調
査
頭
数
が
最
も

多
か
っ
た
の
は
、
審
査
頭
数

同
様
に
岩
手
県
の
６
１
４
頭

で
あ
っ
た
。
次
い
で
２
位
が

熊
本
県
５
３
９
頭
、
以
降
は

群
馬
県
・
鳥
取
県
・
鹿
児
島

県
と
続
い
た
。
な
お
、
搾
乳

ロ
ボ
ッ
ト
適
合
性
調
査
も
同

様
に
予
め
割
り
当
て
た
計
画

頭
数
に
基
づ
き
実
施
。
調
査

頭
数
が
最
も
多
か
っ
た
の
は

岩
手
県
の
１
２
２
頭
、
次
い

で
熊
本
県
・
群
馬
県
・
鳥
取

県
・
鹿
児
島
県
と
続
い
た
。

　
牛
群
審
査
と
体
型
・
ロ
ボ

ッ
ト
調
査
の
合
計
で
は
、
岩

手
県
が
最
も
多
い
１
４
６
４

頭
で
ダ
ン
ト
ツ
の
１
位
と
な

り
他
県
に
大
差
を
つ
け
１
千

頭
を
大
幅
に
超
え
る
唯
一
の

県
と
な
っ
た
。
２
位
に
は
熊

本
県
が
９
１
９
頭
と
な
り
、

以
降
は
群
馬
県
・
栃
木
県
・

鳥
取
県
。
ト
ッ
プ
５
に
ラ
ン

ク
イ
ン
し
た
各
県
の
顔
ぶ
れ

を
み
る
と
、
血
統
登
録
と
牛

群
検
定
の
実
施
率
の
高
さ
が

窺
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
今
期
審
査
頭

数
の
合
計
で
は
前
年
同
期
を

上
回
る
実
績
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
た
が
、
一
方
で
体

型
・
ロ
ボ
ッ
ト
調
査
は
事
業

の
都
合
上
、
後
期
の
調
査
可

能
頭
数
は
限
ら
れ
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
般
の
厳
し
い
酪

農
情
勢
に
よ
る
経
営
圧
迫
や

離
農
・
廃
業
か
ら
、
今
後
の

牛
群
審
査
戸
数
・
頭
数
の
増

加
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
状

況
が
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ

る
が
、
会
員
酪
農
家
の
経
営

改
善
の
一
助
と
な
る
よ
う
、

安
定
的
な
体
型
審
査
の
実
施

に
努
め
る
も
の
と
し
た
い
。

　
都
府
県
で
審
査
得
点

点

以
上
（
エ
ク
セ
レ
ン
ト
＝
Ｅ

Ｘ
）
に
評
価
さ
れ
た
雌
牛
を

表
に
示
し
た
。
県
別
で
は
、

岩
手
県
が

頭
で
最
も
多

く
、
次
い
で
群
馬
県

頭
、

熊
本
県

頭
、長
野
県

頭
、

栃
木
県

頭
と
続
き
、

都

府
県
で
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
２

２
８
頭
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
４

頭
が
Ｅ
Ｘ
と
評
価
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
２
Ｅ

頭
、
３
Ｅ


頭
、
４
Ｅ
５
頭
、
５
Ｅ
３

頭
、
６
Ｅ
３
頭
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
分
娩
更
新
と
と
も

に
、そ
の
評
価
を
更
新
し
た
。

　
最
高
得
点
で
は
、
岩
手
県

遠
野
市
の
佐
野
茂
樹
氏
所
有

の
「
セ
ブ
ン
ス
ヘ
ブ
ン
　
Ｂ

Ｊ
　
ボ
ル
ト
ン
　
５
Ｇ
」
が

Ｅ
Ｘ

‐
２
Ｅ
に
、
ま
た
群

馬
県
吾
妻
郡
高
山
村
の（
株
）

阿
部
牧
場
「
Ａ
・
Ｆ
・
Ｈ
　

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
バ
ツ
ク
　
Ｄ

　
パ
イ
ン
」
が
Ｅ
Ｘ

‐
２

Ｅ
と
な
り
、
こ
の
２
頭
が
都

府
県
前
期
体
型
審
査
に
お
け

る
最
高
得
点
と
な
っ
た
。
こ

の
ほ
か
に
、
岩
手
県
・
工
藤

淳
平
氏
、
島
根
県
・
河
村
保

志
氏
の
２
牧
場
に
お
い
て
、

初
Ｅ
Ｘ
牛
が
誕
生
し
た
。
長

き
に
わ
た
り
続
け
て
き
た
改

良
努
力
の
成
果
と
優
れ
た
管

理
技
術
に
心
よ
り
敬
意
を
表

し
た
い
。


